
ノーメディアデーにチャレンジして 2回目 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 
 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

１ あいさつをしましょう 

２ 廊下を正しく歩きましょう 

３ 時刻を守りましょう 

 

令和６年 ３月 ８日 発行 

 

 「自分らしく」よさを発揮できる！ 

 

 

学校評価の結果・

考察についての詳細
は、本校のホームペー
ジをご覧ください。 

今年度も学校評価のための保護者アンケート２回目を実施させていただきました。お忙しい中、回答

へのご協力ありがとうございました。（回答率 74.9％） 

皆様からお寄せいただいた結果の概要につきましては、児童のアンケート結果と併せて本校のホーム

ページ上でお知らせいたします。回収率の違い等から単純な比較はできませんが、学校では１回目と比

較しながら考察を進めています。今後の学校運営に生かしてまいります。ありがとうございました。 

保護者からのアンケートでは、1回目と比較して、良い傾向として捉えられるこ

ととしては、学校についての項目では、次の２つの項目がありました。 

①子どもたちが安心して、楽しい生活を送るために校舎、グラウンド、教室など

の環境整備に努めていると思いますか。 

②学校便り・学年学級通信・ホームページ等を通じて、ご家庭への情報提供に努

めていると思いますか。 

 また、家庭については、家庭で「早寝・早起き・朝ご飯」「お子さんとじっくり

話す機会」「いじめについて考える時間」「金銭の使い方について考える機会」の項

目で、1回目よりも上昇していました。（詳細はホームページです。） 

一中エリアでの「とかち家族だんらんノーメディアデー」の

後期（２月９日から１５日）の取組が終了しました。今回も、

家族で取り組んだ様子が学校にもたくさん届いています。 

子どもたちがテレビやインターネット、スマートフォンなど

のメディアと距離をおいて、家族だんらんの時間を楽しむ時間

に替えることをねらいとしています。せっかくですので、チャ

レンジしてくれた方からの声をお届けします。 

保護者の声から（抜粋） 
 

■習い事やお手伝いなどにテレビやゲームに費

やす時間をあてられたので、親としてはとて

も良かったと思います。食事も集中して食べ

終えることができました。 

■いつも勉強はしているようですが、テレビ時

間を減らした分、学習や手伝い時間を増やせ

たようです。 

■まずはチャレンジしてみようという気持ちが

大切だね、自分で目標を立て、よくがんばり

ました。次回に生かしていこう。 

■インターネットやゲームの楽しみ方を見直す

ことができ、良いきっかけとなりました。 

■いつもは食事中に話しかけても、テレビに集

中していて返事がないことも多かったのです

が、テレビを消したことで家族の会話ができ

たので良い時間を過ごすことができました。 

■普段から平日は帰宅も遅いことから、ほとん

どゲームをする時間はありませんが、いつも

より家庭学習に時間をかけている姿があった

ので、とても良かったです。時々このような

日があってもいいなと思っています。 

子どもの声から（抜粋） 
■家族との会話が増えて、やってよかったと思う。 

■テレビが見られなくてつらかったけど、ご飯がはやく食べ終わってよかったです。 

■運動やスポーツ、家庭学習をやって、思ったより疲れました。 

■ノーメディアにチャレンジするのは難しかった。これからかもできるだけパソコン

の時間を減らしていきたい。 

■意外と難しかった。ゲームをするのが当たり前だったから、減らすのが難しかっ

た。このままゲーム時間を減らしたい。 

ゲーム機やスマホなどを一定時間以上使用することによって、近視の発症や進

行、心身の発達、睡眠の質、肥満などに影響すると言われています。この機会

に、お子さんと話し合ってみてはいかがでしょうか。 

 
たくさんのチャレンジ 

ありがとうございました！ 



４年生  JAXA宇宙科学研究所とオンライン授業  

 

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

☆今週も、寒い中子どもたちの安心・安全のために、朝の見守り活動にご協力いただき、ありがとうございます。 

４年生が、今年度 2回目の JAXA とのオンライ

ン授業を行いました。専門家から話を聞くことがで

きる機会は、なかなかあるものではありません。1

回目に引き続き、子どもたちの「知りたい！ 学び

たい！」という思いが、JAXA の方にも届いて実

現しました。 

小惑星探査機「はやぶさ２」（今は拡張ミッショ

ン）のプロジェクトマネージャーの津田 雄一さん、

同じくサブマネージャーの中澤 暁さんの 2 人が

講師となり、事前に送った子どもたちの質問に、丁

寧にこたえてくれました。実際に「はやぶさ２」に

携わった宇宙のプロの方からの話は、とても興味深

いものであり、子どもたちは目を輝かせて聞いてい

ました。 

 

 ■ 全十勝少年フットサルウインターリーグ U-10 

 優 勝 

４年 加藤 佑志朗 さん 

      佐々木 渉  さん 

      棚村 心晴  さん 

４年生は理科の学習で、月や星の動きについて
学習しています。発展的に学習を深める中で、
宇宙への興味が広がっている４年生です。 

■ 北海道スキー連盟 

スキー級別テスト 

３級 合格 

  2年 三村 瞬汰 さん

「 

  2年  

はやぶさのときは、アンテナが１つだ
ったのに、はやぶさ２のアンテナは、
なぜ２つにしたのですか？ 

はやぶさ２が持ち帰ったリ
ュウグウのサンプルにアミ
ノ酸があると、どんないい
ことがあるのですか？ 

はやぶさ３
を作る予定
はあるので
すか？ 

火星旅行が
できる日は
くるのでし
ょうか？ 

◆
玄
関
前
の
ロ
ビ
ー
ー
ホ
ー
ル
に

は
、
卒
業
す
る
六
年
生
一
人
一
人

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

◆
六
年
生
の
教
室
前
に
は
、
一
版

多
色
刷
り
の
版
画
の
作
品
が
な
ら

ん
で
い
ま
す
。
六
年
生
の
繊
細
な

作
品
が
す
て
き
で
す
。 

■ サイロ３月号 

入 選 

  題「妹にきらわれた」 

2年 堀 桜綺 さん 

   


